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親子のふれあい広場
平成 21 年度

○ 趣旨・・・こんなことが目的です
１、子どもと遊べる親になる
２、遊びを通して子どもが育つことを体得する
３、子どもの発達を理解し、子育てに自信を持ち、乳幼児の健康増進と健全な発達をはかる
４、親同士がふれあい、共に学習することを通し、連帯感を深める
○ 対象者
各コース申込時に、１歳６ヶ月以上で保育園・幼稚園入園前の幼児と、親または祖父母
○ 申込み
飯山市公民館で電話にて受付します
　　＊各コースとも定員になり次第、締め切ります（初めての方を優先します）

回 月　日 内　　容
１ 5/13（水）  開講式・リズムあそび
２ 5/27（水）  野外あそび（草花・風車）
３ 6 / 3（水）  さんぽ
４ 6/17（水）  閉講式・ふれあい歌あそび

Ａコース　
会　　場：太田地区活性化センター（緑の村管理センター）
参  加  費：４００円（初回に納入）
時　　間：午前９時３０分～１１時
受付期間：４/10（金）～ 4/30（木）
定　　員：２０組

回 月　日 内　　容
１ 7 / 1（水）  開講式・リズムあそび
２ 7/15（水）  七夕あそび
３ 8 / 5（水）  水あそび
４ 8/19（水）  閉講式・パクパク人形であそぼう

Ｂコース　
会　　場：常盤地区活性化センター
参  加  費：４００円（初回に納入）
時　　間：午前９時３０分～１１時
受付期間：6/10（水）～ 6/22（月）
定　　員：２０組

回 月　日 内　　容
１ 9 / 2（水）  開講式・わらべうたあそび
２ 9/16（水）  あんぱんまんになってあそぼう
３ 10/7（水）  遠足
４ 10/21（水）  おさんぽ（はっぱであそぼう）
5 11/7（土）  おとうさんとあそぼう
6 11/18（水）  閉講式・みんなで手あそび

Ｃコース　
会　　場：飯山市総合学習センター（飯山市公民館）
参  加  費：６００円（初回に納入）
時　　間：午前９時３０分～１１時
受付期間：8/10（月）～ 8/25（火）
定　　員：３０組

回 月　日 内　　容
１ 12/2（水）  開講式・わらべうたあそび
２ 12/16（水）  クリスマス会
３ 1 /13（水） 新聞紙であそぼう
４ 1 /27（水） 雪あそび
５ 2 /  6（土） おとうさんとあそぼう
６ 2 /17（水） 閉講式・ふれあいうたあそび

Ｄコース　
会　　場：飯山市総合学習センター（飯山市公民館）
参  加  費：６００円（初回に納入）
時　　間：午前９時３０分～１１時
受付期間：11/10（火）～ 11/25（水）
定　　員：３０組
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各コース案内

申込み・問合せ　飯山市総合学習センター（飯山市公民館）　℡ 62-3342
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２
月
21
日
（
土
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の
午
後
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・
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の
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者
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ま
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山
路
智
恵
さ
ん
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講
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会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雪
が
降
る
悪
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
約
80
名
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
路
さ
ん
か
ら
は
、『
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火
ラ
ン
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ー
』
の
演
題
で
、

幼
い
頃
、
両
親
が
共
働
き
で
、
な

　

飯
水
公
民
館
運
営
協
議
会
は

１
市
１
村
で
構
成
す
る
、
県
下

で
も
っ
と
も
小
さ
い
協
議
会
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
特
色
を

生
か
し
、
相
互
の
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現地で４日間かけて描かれた万里の長城

〔山路 智恵　プロフィール〕
■ 1981 年　東京都生まれ。
■母親に読み聞かせをしてもらった
　絵本をかくところから絵手紙がは
　じまる。
■小学校入学式の日から、１日も休
　まずにかいた絵手紙を、小池 邦夫
　氏（絵手紙の創始者）宛に投函。
■日本各地での展覧会のほか、絵手
　紙親善大使として、海外でも個展
　を開催。
■ 2007 年、絵手紙展が北京オリン
　ピック文化事業として、公式に認
　可され個展も同時開催される。

富
士
山
の
絵
を
描
い
た
時
の
様
子
を
講
演

絵手紙親善大使 

 山路 智恵さんの優しさと力強さに感動…

い
る
絵
手
紙
を
、

山
路
さ
ん
ご
本

人
に
描
い
た
頃

の
様
子
な
ど
詳

し
く
解
説
し
て

も
ら
い
、
皆
感

動
し
ま
し
た
。

か
な
か
親
子
で
の
時
間
が
取
れ
な

か
っ
た
こ
と
。
そ
ん
な
中
で
、
母

親
が
勧
め
た
「
絵
手
紙
」
に
興
味

を
持
ち
、
小
学
校
へ
入
学
し
た
日

か
ら
、
絵
手
紙
の
創
始
者
で
あ
る

小
池 

邦
夫
氏
宛
に
、一
日
も
休
ま

ず
四
千
日
も
書
き
続
け
た
こ
と
に

つ
い
て
の
思
い
や
、「
絵
手
紙
」
の

楽
し
さ
を
中
心
に
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中

で
、「
絵
手
紙
」

を
描
い
た
地

で
の
人
々
と

の
結
び
つ
き

の
大
切
さ
に

も
、
そ
の
時

の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
触
れ
、
大
変
興

味
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
後
は
、「
山
路
智
恵

美
術
館
」
へ
行
き
、
展
示
さ
れ
て

△

△小学生の頃の山路さんの
みずみずしい感性あふれる作品

にご参加ください。


